






































































































く、直前の子音とともに、 「ラー (raa)J rチャー (chaa)J rダー (daa)Jなどという
新しい音節が形成されていることである。これらは「キャッチ (catch)-キャッチャー































ら見て)の意味で、 (5b)はそれぞれ「おたく J r引きこもり」のあだ名的な言い方である
が、いずれの場合もその対象の人物を侮蔑的に表現したものである。この場合、 "-y" (音訳
はおそらく r_イーJ)は、 「シー(shii)J rキー(kii)Jという新しい音節形成をともなっ
て現れるが、 (4)で挙げたような、 「アムラー」から r_ラー」を異分析した結果現れる新
しい形態素のようなものは見られない。
























































(9a)の例は、 「使しW走り J r出し+放し」のそれぞれの後部要素が「ば」のみで現れてい
るもので、これは、日本語の語は最小で 2モーラもつべきであるという、最小語 (minimal










































































































































































































































































(4) 米JI(1999)では、 「ることばJ i形容詞」という項を立てて、それぞれについて言
及している。
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